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Ⅰ 注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 この問題冊子は8ページである。

3 Ⅰ から Ⅳ は全受験者が必ず解答すること。

4 Ⅴ ， Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生， Ⅶ ， Ⅷ は数学・

情報教員養成専攻の受験生が解答すること。 Ⅴ ， Ⅵ を選択した場合の

解答番号は1～48までであり， Ⅶ ， Ⅷ を選択した場合の解答番号は

1～49までである。

5 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

6 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

7 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

8 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

Ⅱ 解答上の注意

1 同一の問題文中に 1 ， 2・3 等が2度以上現れる場合，2度目以

降は 1 ， 2・3 のように細字で表記する。

2 分数で解答する場合は，既約分数（それ以上約分できない分数）で答えよ。符号

は分子につけ，分母につけてはいけない。

3 根号を含む形で解答する場合は，根号の中の自然数が最小となる形で答えよ。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月1日
第1限

数 学
�
�
�
�

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ
数学Ａ（図形の性質、場合の数と確率）
数学Ｂ（数列）
数学Ｃ（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

�
�
�
�



Ⅰ 次の各問に答えよ。

()1 3
�54＋ 3

�－250－ 3
�－16 を計算すると，

1 である。

()2 4
�3＋1

の整数部分を a，小数部分を bとすると，

a＝ 2 ，6ab＋ b2＝ 3 である。

()3 sinθ＝�215 （0°＜θ＜90°）のとき，tanθの値を求めると，

6

4・5
になる。

()4 2次方程式 x2＋2mx＋3m－1＝0の1つの解が他の解の2倍である

ような整数の定数mの値を求めると，

m＝ 7 である。

()5 放物線 y＝ x2＋4x＋5を，

x軸方向に 8 ，y軸方向に－ 9 だけ平行移動すると，

放物線 y＝ x2－6x＋8に重なる。
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Ⅱ 関数 f（θ）＝�2 sinθ＋�6 cosθについて，次の各問に答えよ。

ただし，0≦θ＜2πとする。

()1 f（θ）＝ 10 11 sin��θ＋ 12
π �
�とあらわせる。

()2 f（θ）の最大値は，

13 14 である。

()3 f（θ）の最小値は，

15・16 17 である。
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Ⅲ 関数 f（x）＝2log4x＋ log2（x－3）について，次の各問に答えよ。

()1 真数条件より，x の値の範囲を求めると，

x＞ 18 である。

()2 f（x）＝2を変形すると，xの2次方程式

x2－ 19 x－ 20 ＝0となる。

()3 f（x）≦2のとき，xの値の範囲を求めると，

18 ＜ x≦ 21 である。
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Ⅳ 3個のサイコロを1回投げるとき，次の各問に答えよ。ただし，サイコロはど

の目の出る確率も等しい。

()1 1の目が1つ，2の目が2つ出る確率は，
22

23・24
である。

()2 すべて異なる目が出る確率は，
25

26
である。

()3 目の和が6である確率は，
27

28・29・30
である。

()4 出る目の積が4の倍数である確率は，
31

32
である。
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（ Ⅴ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅴ xy座標平面上に，2点A（－4，－1），B（2，2）がある。次の各問に答え

よ。

()1 2点A，Bを通る直線の方程式を求めると，

x－ 33 y＋ 34 ＝0である。

()2 2点A，Bからの距離の比が2：1である点Pの軌跡は円 Cになる。この

円 Cの方程式を求めると，

x2＋ y2－ 35 x－ 36 y＋ 37 ＝0である。

()3 ()2で求めた円 Cと y軸との交点は2つある。その各点における円 Cの接線
の方程式を求めると，

y＝－ 38 x＋ 39 ，

y＝ 40 x＋ 41

である。
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（ Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅵ xy座標平面上において，曲線 y＝ x3－10x2＋ kx が，x軸と2点の共有

点をもち，そのうちの1点で曲線が x軸と接する。次の各問に答えよ。ただ

し，kは実数の定数で，k＞0とする。

()1 k の値を求めると，

k＝ 42・43 である。

()2 曲線 y＝ x3－10x2＋ kx と x軸とで囲まれた部分の面積 Sを求めると，

S＝
44・45・46

47・48
である。
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（ Ⅶ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅶ 平面上の3点O，A，Bについて，���OA�＝2，���OB�＝3，��OA・��OB＝92 が

成り立つ。次の各問に答えよ。

()1 cos∠AOB＝
33

34
である。

()2 △OABの面積は，
35

37

36
である。

()3 �
��AB�＝ 38 である。
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（ Ⅷ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅷ 関数 f（x）＝2x＋1x2＋2 について，次の各問に答えよ。

()1 f（x）の極値を求めると，

x＝ 39 のとき，極大値 40 をとる。

x＝ 41・42 のとき，極小値
43・44

45
をとる。

()2 tの方程式 a sin2t－2sin t＋2a－1＝0が実数解をもつような実数の

定数 aの値の範囲を求めると，

46・47

48
≦ a≦ 49 である。

問題はここまで（以下余白）
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Ⅰ 注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 この問題冊子は8ページである。

3 Ⅰ から Ⅳ は全受験者が必ず解答すること。

4 Ⅴ ， Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生， Ⅶ ， Ⅷ は数学・

情報教員養成専攻の受験生が解答すること。 Ⅴ ， Ⅵ を選択した場合の

解答番号は1～47までであり， Ⅶ ， Ⅷ を選択した場合の解答番号は

1～50までである。

5 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

6 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

7 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

8 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

Ⅱ 解答上の注意

1 同一の問題文中に 1 ， 2・3 等が2度以上現れる場合，2度目以

降は 1 ， 2・3 のように細字で表記する。

2 分数で解答する場合は，既約分数（それ以上約分できない分数）で答えよ。符号

は分子につけ，分母につけてはいけない。

3 根号を含む形で解答する場合は，根号の中の自然数が最小となる形で答えよ。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月2日
第1限

数 学
�
�
�
�

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ
数学Ａ（図形の性質、場合の数と確率）
数学Ｂ（数列）
数学Ｃ（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

�
�
�
�



Ⅰ 次の各問に答えよ。

()1 f（x）＝ x3 とする。曲線 y＝ f（x）の接線のうち，点（1，－4）を通るも

のは，y＝ 1・2 x－ 3・4 である。

()2 xが実数のとき，3x＋3－x の最小値を求めると，

x＝ 5 のとき最小値 6 をとる。

()3 �3＋1の整数部分を a，小数部分を bとするとき，

1
a－ b－1－

1
a＋ b＋1 の値は， 7 8 である。
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Ⅱ △ABCにおいて，AB＝5，BC＝8，CA＝7のとき，次の各問に

答えよ。

()1 外接円の半径 Rを求めると，

R＝
9

11

10
である。

()2 内接円の半径 rを求めると，

r＝ 12 である。
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Ⅲ x≧2，y≧2，8≦ xy≦16のとき，z＝ log2�x ＋ log2y について，

次の各問に答えよ。

()1 s＝ log2x，t＝ log2y とおくと，s，t，s＋ t のとりうる値の範囲は，

それぞれ

s≧ 13 ，t≧ 13 ， 14 ≦ s＋ t≦ 15

である。

()2 z＝
16

17
s＋ t が成り立つから，zは

s＝ 18 ，t＝ 19 のとき，

すなわち

x＝ 20 ，y＝ 21 のとき，最大値
22

23

をとる。

― 3 ―



Ⅳ 1個のサイコロを連続して振り，偶数の目が4度出たら試行を終了するものと

する。次の各問に答えよ。ただし，サイコロはどの目の出る確率も等しい。

()1 5回目に3度目の偶数が出る確率は，
24

25・26
である。

()2 6回以内で試行が終了する確率は，
27・28

29・30
である。

()3 6回で終了し，6回のうち，ちょうど1回が1の目である確率は，
31

32・33

である。
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（ Ⅴ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅴ 次の各問に答えよ。

()1 xy座標平面上において，点A（4，0）を通り，円 x2＋ y2＝4に接する傾

きが負の直線の方程式は，

x＋ 34 y＝ 35 であり，

接点の座標は，�� 36 ， 37 �
�

である。

()2 k＞0とする。xy座標平面上において，直線 kx＋ y＝3�2 が

円 x2＋ y2＝6に接するとき，

k＝ 38 であり，

接点の座標は，�� 39 ， 40 �
�

である。
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（ Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅵ xy座標平面上において，放物線 y＝ x2 を Cとする。次の各問に答えよ。

()1 放物線 C上の点Aの x座標を3とする。点Aにおける Cの接線�の

方程式は，

y＝ 41 x－ 42

である。

()2 ()1で求めた直線�が x軸と交わる点をQとすると，

Qの座標は，
43�

� 44
， 45 ��

である。

()3 放物線 Cと()1で求めた直線�および x軸で囲まれた図形の面積 Sは，

S＝
46

47

である。
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（ Ⅶ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅶ 点Oを中心とする半径1の円に△ABCが内接している。

5��OA＋8��OB＋7��OC＝�0であるとき，次の各問に答えよ。

()1 内積 ��OA・��OB の値は
34・35

36
となり，

��OAと��OBのなす角は 37・38・39 °である。

()2 △ABCの面積は
40

42

41
である。
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（ Ⅷ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅷ 関数 y＝ x－3x2＋1 は，

x＝ 43 ＋ 44・45 のとき，

最大値
46・47

50

48・49＋

をとる。

問題はここまで（以下余白）
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Ⅰ 注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 この問題冊子は8ページである。

3 Ⅰ から Ⅳ は全受験者が必ず解答すること。

4 Ⅴ ， Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生， Ⅶ ， Ⅷ は数学・

情報教員養成専攻の受験生が解答すること。 Ⅴ ， Ⅵ を選択した場合の

解答番号は1～50までであり， Ⅶ ， Ⅷ を選択した場合の解答番号は

1～49までである。

5 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

6 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

7 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

8 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

Ⅱ 解答上の注意

1 同一の問題文中に 1 ， 2・3 等が2度以上現れる場合，2度目以

降は 1 ， 2・3 のように細字で表記する。

2 分数で解答する場合は，既約分数（それ以上約分できない分数）で答えよ。符号

は分子につけ，分母につけてはいけない。

3 根号を含む形で解答する場合は，根号の中の自然数が最小となる形で答えよ。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月4日
第1限

数 学
�
�
�
�

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ
数学Ａ（図形の性質、場合の数と確率）
数学Ｂ（数列）
数学Ｃ（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

�
�
�
�



Ⅰ 次の各問に答えよ。

()1 x＝ a2＋1のとき，�x＋2a －�x－2a を簡単にすると， 1・2

となる。ただし，a＜－1とする。

()2 不等式 �2x－3�≦ x＋2を解くと，
3

4
≦ x≦ 5 となる。

()3 2次方程式 x2－ x＋1＝0の2つの解を α，βとするとき，

α2＋ β2＝ 6・7 ，α3＝ 8・9 ，α50＋ β50＝ 10・11

となる。

()4 次の 12 にあてはまるものを，下の①～④の中から1つ選べ。

xが実数のとき，x＜－2は，x＜0であるための 12 。

① 必要条件であるが，十分条件でない

② 十分条件であるが，必要条件でない

③ 必要十分条件である

④ 必要条件でも十分条件でもない
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Ⅱ AB＝4，AC＝7，∠BAC＝30°である△ABCがある。辺AB，AC上に

それぞれ点P，Qをとると，線分PQで△ABCの面積を2等分している。この

とき，次の各問に答えよ。

()1 △ABCの面積は， 13 である。

()2 AP＝ x，AQ＝ y，PQ＝ z とすると，xy＝ 14・15 であり，

z2の最小値は， 16・17 － 18・19 20 である。
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Ⅲ 連立方程式 xy＝128…①， 1
log2x

＋ 1
log2y

＝712…② について，

次の各問に答えよ。ただし，x≠1，y≠1とする。

()1 ①から，log2x＋ log2y＝ 21 である。

()2 ()1と②から，log2x，log2yを2つの解とする2次方程式は，

t2－ 22 t＋ 23・24 ＝0である。

()3 ①と②の連立方程式の解は，（x，y）＝�� 25 ， 26・27 �
�

または，�� 26・27 ， 25 �
�である。
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Ⅳ 3個のサイコロA，B，Cを同時に1回投げ，A，B，Cの出る目をそれぞれ

a，b，cとする。次の各問に答えよ。ただし，サイコロはどの目の出る確率も

等しい。

()1 a＝ b＝ c となる確率を求めると，
28

29・30
である。

()2 a，b，cのうち，少なくとも1つが5以上となる確率を求めると，

31・32

33・34
である。

()3 a＜ b＜ c となる確率を求めると，
35

36・37
である。
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（ Ⅴ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅴ kを実数の定数とする。

xy座標平面上で，方程式 x2＋ y2－4kx＋（6k－2）y＋14k2－8k＋1＝0

が円をあらわすとき，次の各問に答えよ。

()1 定数 kの値の範囲を求めると， 38 ＜ k＜ 39 である。

()2 kが()1の範囲で変化するとき，この円の中心の軌跡を求めると，

y＝－
40

41
x＋ 42 の0＜ x＜ 43 の部分となる。
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（ Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅵ xy座標平面上に関数 f（x）＝ x3－6x のグラフがある。次の各問に答えよ。

()1 関数 y＝ f（x）が極大となる点，極小となる点をそれぞれP，Qとするとき，

点Pの座標は，��－ 44 ， 45 46 �
�，

点Qの座標は，�� 47 ，－ 48 49 �
�である。

()2 線分PQと，関数 y＝ f（x）のグラフとで囲まれる2つの部分の面積の和

を Sとすると，

S＝ 50 である。
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（ Ⅶ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅶ △ABCの内部に4��AP＋3��BP＋2��CP＝�0を満たす点Pがある。次の各問

に答えよ。

()1 ��AP ＝
38

39
����AB ＋

40

41
��AC となるから，直線AP とBC との

交点をDとすると，AP：PD＝ 42 ： 43 である。

()2 △ABCと△APBの面積をそれぞれ S1，S2とすると，

S1：S2＝ 44 ： 45 である。
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（ Ⅷ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅷ xy座標平面上に，関数 f（x）＝ ex－ x のグラフがある。次の各問に答えよ。

ただし，eは自然対数の底である。

()1 原点Oから y＝ f（x）に引いた接線の方程式を求めると，

y＝��e－ 46 �
�x である。

()2 y＝ f（x）と，y軸および()1で求めた接線によって囲まれる部分の面積を S

とすると，S＝
47

48
e－ 49 である。

問題はここまで（以下余白）
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Ⅰ 注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 この問題冊子は9ページである。

3 Ⅰ から Ⅳ は全受験者が必ず解答すること。

4 Ⅴ ， Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生， Ⅶ ， Ⅷ は数学・

情報教員養成専攻の受験生が解答すること。 Ⅴ ， Ⅵ を選択した場合の

解答番号は1～48までであり， Ⅶ ， Ⅷ を選択した場合の解答番号は

1～47までである。

5 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

6 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

7 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

8 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

Ⅱ 解答上の注意

1 同一の問題文中に 1 ， 2・3 等が2度以上現れる場合，2度目以

降は 1 ， 2・3 のように細字で表記する。

2 分数で解答する場合は，既約分数（それ以上約分できない分数）で答えよ。符号

は分子につけ，分母につけてはいけない。

3 根号を含む形で解答する場合は，根号の中の自然数が最小となる形で答えよ。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月5日
第1限

数 学
�
�
�
�

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ
数学Ａ（図形の性質、場合の数と確率）
数学Ｂ（数列）
数学Ｃ（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

�
�
�
�



Ⅰ 次の各問に答えよ。

()1 整式2x4－ x3＋3x＋1を整式 x2＋ x－1で割ったときの

商は 1 x2－ 2 x＋ 3 ，

余りは 4・5 x＋ 6 である。

()2 整式6x2－ xy－2y2－14x＋7y＋4を因数分解すると，

�
� 7 x＋y－ 8 �

�
�
� 9 x－ 10 y－ 11 �

�

となる。

()3 �14－�160 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，

9a2＋6ab＋ b2＝ 12・13 である。
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()4 次の文中の 14 ， 15 にあてはまるものを，下の①～④の中か

ら1つ選べ。ただし，a，bは実数の定数とする。

「ab＝10」は「a＝5または b＝2」であるための 14 。

また，「b＜0」は「2次方程式 x2＋ ax＋ b＝0が実数解をもつ」た

めの 15 。

① 必要十分条件である

② 必要条件であるが，十分条件ではない

③ 十分条件であるが，必要条件ではない

④ 必要条件でも十分条件でもない
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Ⅱ 関数 y＝�3 sinθ＋ cosθ（0≦θ＜2π）について，次の各問に答えよ。

()1 三角関数の合成により，

y＝ 16 sin��θ＋ 17
π �
�と変形できる。

()2 yの最小値を求めると，

θ＝
18

19
πのとき，最小値 20・21 をとる。
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Ⅲ A市では，この3年間で市の人口の4％が減少した。1年ごとの人口の減少

率は一定であるとするとき，次の各問に答えよ。ただし，log102＝0.301，

log103＝0.477とする。

()1 1年ごとに人口が a倍になるとすると， 22 ＝0.96となる。

22 にあてはまるものを，下の①～⑤の中から1つ選べ。

① 3a ② 3a ③ a3 ④ log3a ⑤ loga3

()2 ()1の aについて，log10a＝ 23 となる。

23 にあてはまるものを，下の①～⑧の中から1つ選べ。

① 0.495 ② －0.495 ③ 0.009 ④ －0.009

⑤ 0.006 ⑥ －0.006 ⑦ 0.018 ⑧ －0.018

()3 A市の人口が初めて現在の人口から25％以上減少するのは，現在から

24・25 年後である。
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Ⅳ AとBが連続して試合を行い，先に4勝した方を優勝とする。1回の試合で

Aが勝つ確率は 23 であり，引き分けはないものとする。次の各問に答えよ。

()1 ちょうど5試合目でAが優勝する確率を求めると，
26・27

283
である。

()2 ちょうど7試合目でどちらかの優勝が決まる確率を求めると，
29・30・31

323

である。
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����������������������������
（ Ⅴ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅴ xy座標平面上で，放物線 y＝ x2－2x＋4と直線 y＝2mx が異なる2点

A，Bで交わっているとき，次の各問に答えよ。ただし，mを実数の定数とす

る。

()1 mの値の範囲を求めると，m＜ 33・34 ， 35 ＜m である。

()2 線分ABの中点Mの x座標は，m＋ 36 である。

()3 mが()1の範囲で変化するとき，()2の点Mの軌跡を求めると，

y＝ 37 x2－ 38 x の x＜ 39・40 ， 41 ＜x の

部分となる。
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����������������������������
（ Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅵ xy座標平面上に，曲線 C：y＝ x3－4x と点A（1，1）がある。次の各問に

答えよ。

()1 点Aを通る曲線 Cの接線を�とすると，Cと�との接点の座標は，

�
� 42・43 ， 44 �

�であり，Cと�の接点以外の共有点の x座

標は， 45 である。

()2 曲線 Cと接線�とで囲まれた図形の面積 Sは，S＝
46・47

48
である。
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��������������������������
（ Ⅶ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅶ 数列｛an｝の初項から第 n項までの和を Snとする。n＝1，2，3，…… に

対して，Sn＝－2an＋4n が成り立つとき，次の各問に答えよ。

()1 a1＝
33

34
であり，an＋1と anの間には関係式

an＋1＝
35 36

37

an＋
が成立する。

()2 数列｛an｝の一般項を求めると，an＝ 38
�
�
�
�
1－

39�
� 40

n�
	


�
�



である。
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��������������������������
（ Ⅷ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅷ 関数 f（x）＝�x－ x について，次の各問に答えよ。

()1 f（x）は，x＝
41

42
のとき，最大値

43

44
をとる。

()2 曲線 y＝ f（x）と x軸とで囲まれた部分を，x軸の周りに1回転してでき

る回転体の体積は，
45

46・47
πである。

問題はここまで（以下余白）
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Ⅰ 注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 この問題冊子は8ページである。

3 Ⅰ から Ⅳ は全受験者が必ず解答すること。

4 Ⅴ ， Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生， Ⅶ ， Ⅷ は数学・

情報教員養成専攻の受験生が解答すること。 Ⅴ ， Ⅵ を選択した場合の

解答番号は1～47までであり， Ⅶ ， Ⅷ を選択した場合の解答番号は

1～45までである。

5 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

6 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

7 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

8 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

Ⅱ 解答上の注意

1 同一の問題文中に 1 ， 2・3 等が2度以上現れる場合，2度目以

降は 1 ， 2・3 のように細字で表記する。

2 分数で解答する場合は，既約分数（それ以上約分できない分数）で答えよ。符号

は分子につけ，分母につけてはいけない。

3 根号を含む形で解答する場合は，根号の中の自然数が最小となる形で答えよ。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 前 期
〔3教科型・2教科型〕

2月6日
第1限

数 学
�
�
�
�

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ
数学Ａ（図形の性質、場合の数と確率）
数学Ｂ（数列）
数学Ｃ（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

�
�
�
�



Ⅰ 次の各問に答えよ。

()1 �2÷ 4
�4×12

�32÷ 6
�2 を計算すると，

4
1 である。

()2 �
�log29＋ log4

1
3
�
�
�
�log32＋ log9

1
8
�
�を計算すると，

2・3

4
である。

()3 x＝ 4
3－�5

，y＝－1のとき，x2＋2xy－4x－6y＋3の値は，

5 である。

()4 2定点A（－4，0），B（2，0）に対して，AP：PB＝2：1となる点Pの軌

跡は，

中心�� 6 ， 7 �
�，半径 8 の円である。
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Ⅱ xy座標平面上において，原点Oと点A（3，0）をとり，

さらに ∠AOB＝60°，BO＝8となるように点Bをとる。

次の各問に答えよ。

()1 線分ABの長さを求めると，

AB＝ 9 である。

()2 △OABの面積を求めると，

10 11 である。

()3 △OABの内接円の半径を求めると，

12

14

13
である。

― 2 ―



Ⅲ 関数 y＝4x＋9・4－x－7（2x＋3・2－x）＋19について，

次の各問に答えよ。

()1 t＝2x＋3・2－x とおくと，tの範囲は，

t≧ 15 16 である。

()2 yを tの式であらわすと，

y＝ t2－ 17 t＋ 18・19 となる。

()3 yの最小値を求めると，

x＝ 20 または x＝ log2 21 －1で

最小値
22

23
をとる。
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Ⅳ 赤玉10個と白玉5個の入っている袋から，1個の玉を取り出し，色を見て袋

に戻す。この試行をどちらかの色の玉が3回取り出されるまで繰り返すとき，次

の各問に答えよ。

()1 赤玉の取り出される回数が1回である確率は，
24

25・26
である。

()2 赤玉の取り出される回数が2回である確率は，
27

28・29
である。
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����������������������������
（ Ⅴ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅴ xy座標平面上において，円（x－2）2＋（y－1）2＝5上の点Pと

点A（5，－3）がある。次の各問に答えよ。

()1 点Pと点Aの距離の最小値は，

30 － 31 である。

()2 ()1のときの点Pの座標は，

P
32・33 34�

�
35＋

5 ，
36 37 38－

5
�
�

である。
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����������������������������
（ Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅵ 実数 tに対して，f（t）を f（t）＝ �
�

�

�x2－ tx�dx とする。0≦ t≦1のと

き，次の各問に答えよ。

()1 f（t）は，

t＝ 39 のとき，最大値
40

41
をとる。

()2 f（t）は，

t＝
43

42
のとき，最小値

44

45
－

47

46
をとる。
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��������������������������
（ Ⅶ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅶ 数列 {an} の初項 a1から第 n項 anまでの和 Snが Sn＝ n3＋3n2＋2n で

あるとき，次の各問に答えよ。

()1 a1，a2を求めると，

a1＝ 30 ，a2＝ 31・32 である。

()2 一般項 anを求めると，

an＝ 33 n��n＋ 34 �
�となる。

()3 �
���

��� 1
ak を求めると，

�
���

��� 1
ak＝

35・36・37

38・39・40
である。
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��������������������������
（ Ⅷ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅷ 媒介変数 t（0≦ t≦1）を用いてあらわされた曲線 C：x＝1－ t4，

y＝ t－ t3 について，次の各問に答えよ。

()1 dy
dx を tを用いてあらわすと，

dy
dx＝

41

42

t2－1

t3
となる。

()2 曲線 Cと x軸で囲まれた部分の面積 Sを求めると，

S＝
43

44・45
となる。

問題はここまで（以下余白）
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Ⅰ 注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2 この問題冊子は8ページである。

3 Ⅰ から Ⅳ は全受験者が必ず解答すること。

4 Ⅴ ， Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生， Ⅶ ， Ⅷ は数学・

情報教員養成専攻の受験生が解答すること。 Ⅴ ， Ⅵ を選択した場合の

解答番号は1～49までであり， Ⅶ ， Ⅷ を選択した場合の解答番号は

1～46までである。

5 解答用紙には，受験番号，受験科目および氏名を正しく記入・マークすること。

6 解答は解答用紙の解答欄にマークすること。

7 試験中にページの脱落等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。

解答用紙の汚れ等に気付いた場合も同様である。

8 問題冊子は試験終了後，持ち帰ること。

Ⅱ 解答上の注意

1 同一の問題文中に 1 ， 2・3 等が2度以上現れる場合，2度目以

降は 1 ， 2・3 のように細字で表記する。

2 分数で解答する場合は，既約分数（それ以上約分できない分数）で答えよ。符号

は分子につけ，分母につけてはいけない。

3 根号を含む形で解答する場合は，根号の中の自然数が最小となる形で答えよ。

2026年度 入学試験問題

一 般 入 試 後 期

3月8日
第3限

数 学
�
�
�
�

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ
数学Ａ（図形の性質、場合の数と確率）
数学Ｂ（数列）
数学Ｃ（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

�
�
�
�



Ⅰ 次の各問に答えよ。

()1 x＝1＋�7 のとき，x4＋2x3－12x2－26x－14の値を求めると，

1 2 である。

()2 x，yが実数全体を動くとき，x2－8xy＋17y2＋6x－30y＋10は，

x＝ 3 ，y＝ 4 で最小値 5・6 をとる。

()3 x＞2のとき，x＋ 1
x－2 は，x＝ 7 で最小値 8 をとる。

()4 2次関数 y＝ ax2－（a＋2）x－1の グ ラ フ は x軸 と2つ の 共 有 点

（α，0），（β，0）をもち，－1＜ α＜0，2＜ β＜3をみたす。このとき，

整数の定数 aの値は， 9 である。
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Ⅱ 半径1の円に内接する正三角形，正六角形の面積をそれぞれ求めると，

正三角形の面積は，

10

12

11
，

正六角形の面積は，

13

15

14

である。
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Ⅲ 関数 f（x）＝4x－3・2x＋1＋10について，次の各問に答えよ。

ただし，－1≦ x≦2とする。

()1 f（x）は，

x＝ 16・17 のとき，最大値
18・19

20

をとる。

()2 f（x）は，

x＝ log2 21 のとき，最小値 22

をとる。
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Ⅳ 1個のサイコロを4回投げて，出る目を順に a，b，c，dとし，その積を

N＝ abcd とする。次の各問に答えよ。ただし，サイコロはどの目の出る確率

も等しい。

()1 N＝360となる確率は，
23

24・25
である。

()2 N＞720となる確率は，
26・27

28・29・30・31
である。

― 4 ―



����������������������������
（ Ⅴ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅴ xy座標平面上に，2つの円 C1：x2＋y2＝25，C2：（x－4）2＋（y－3）2＝2

がある。次の各問に答えよ。

()1 C1と C2の2つの交点を通る直線の方程式は，

y＝
32・33

34
x＋ 35

である。

()2 C1と C2の2つの交点を通り，点（3，－1）を通る円の方程式は，

�
�x－ 36 �

�
2
＋��y－

37

38

2�
�＝

39・40

41

である。
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（ Ⅵ は数学・情報教員養成専攻以外の受験生が解答すること。）

Ⅵ x の関数 f（x）＝ ax3－（a2＋1）x2＋2（4－ a）x－2a＋5が，x＝1で

極値をとる。このとき，次の各問に答えよ。

ただし，aは正の実数の定数とする。

()1 aの値，および，関数 f（x）の極小値を求めると，

a＝ 42 ，極小値 43 である。

()2 直線 �：y＝12 x＋ b と曲線 C：y＝ f（x）が，点P（c，f（c））で接し，

点Q（d，f（d））で交わるとき，b，c，dの値を求めると，

b＝
44

45
，c＝

46

47
，d＝

48

49

である。ただし，c＜ d とする。
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（ Ⅶ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅶ 次の各問に答えよ。

()1 第3項が28，第4項が56である等比数列の初項は， 32 である。

また，この数列の初項から第6項までの和は， 33・34・35 である。

()2 数列 {an}（n＝1，2，3，…）において，a1＝1であり，数列 {an} の階差

数列 {bn} が，bn＝2n－1（n＝1，2，3，…）であるとき，

a10＝ 36・37 である。

()3 異なる3つの数4，x，2x－4を適当に並べかえると等比数列になるとき，

xの値は 38・39 または 40 である。
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（ Ⅷ は数学・情報教員養成専攻の受験生が解答すること。）

Ⅷ xy座標平面上において，曲線 y＝�x を Cとし，Cの接線で点（0，1）を

通るものを直線�とする。また，Cの法線で傾きが－2のものを直線 nとす

る。次の各問に答えよ。ただし，x＞0とする。

()1 直線�の方程式は，y＝
41

42
x＋ 43 である。

()2 直線 nの方程式は，y＝－2x＋ 44 である。

()3 曲線C，直線�および直線nで囲まれた部分の面積は，
45

46
である。

問題はここまで（以下余白）
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